
電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5230
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）
� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】　　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
大
学
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
・
土
木
・
建
築

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
土
木
・
建
築
職
に
お
い
て

は
、
無
資
格
も
し
く
は
未
経
験
の

方
は
、
採
用
後
、
一
般
財
団
法
人

ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機
構
に
お

い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術
の

試
　
験

令
和
７
年
度
只
見
町
職
員

（
大
学
卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）

採
用
候
補
者
試
験

只
見
町
が
登
場
す
る
映
画

「
青
春
18
×
２
君
へ
と
続

く
道
」
公
開
中

習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
師
（
保
健
婦
）

の
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は
令
和

７
年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
（
大
学
卒
、
短
大
卒

程
度
）
及
び
事
務
適
性
検
査
・
性

格
特
性
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

※
大
学
卒
程
度
（
一
般
事
務
・
土

木
・
建
築
）
は
、
こ
の
他
に
専

門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

【
第
二
次
試
験
】

�

（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

▽
日
時

　

令
和
６
年
７
月
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
５
時

※
試
験
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
は

異
な
り
ま
す
。

▽
場
所

県
立
福
島
西
高
等
学
校

（
福
島
市
方
木
田
字
上
原
37
番
地
）

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番

号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用

す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の

有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
総
務
企
画
課
及
び

朝
日
・
明
和
公
民
館
で
交
付
し
ま

す（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信

封
筒
角
二
号
を
添
付
す
る
こ
と
）。

　

申
込
用
紙
を
総
務
企
画
課
に
持

参
又
は
郵
送
に
よ
り
提
出
く
だ
さ

い
。（
い
ず
れ
の
場
合
も
84
円
切
手

を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
長

三
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　

令
和
６
年
５
月
15
日
か
ら
６
月

14
日
ま
で（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

６
月
12
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
お
問
合
せ
先

只
見
町
役
場
総
務
企
画
課
総
務
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

　

広
報
た
だ
み
４
月
号
３
ペ
ー
ジ

「
小
学
校
・
卒
業
式
」
記
事
内
の

只
見
小
学
校
の
卒
業
生
の
人
数
に

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
正
し
く

は
次
の
と
お
り
で
す
。

誤　
記
事
１
行
目　

只
見
小
⓫
人

正　
　
　
　
　
　
　

只
見
小
⓬
人

　

只
見
町
が
舞
台
の
一
部
と
な
っ

た
映
画
「
青
春
18
×
２
君
へ
と
続

く
道
」
が
全
国
の
映
画
館
で
公
開

中
で
す
。

　

ま
た
、
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、台
湾
東
部

沖
地
震
の
義
援
金
と
し
て
１
０
０

円
以
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

方
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ケ
地
マ
ッ

お
知
ら
せ

プ
を
配
布
中
で
す
。

　

な
お
、
上
映
の
詳
細
に
つ
い
て

は
各
映
画
館
に
、
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ

の
配
布
に
つ
い
て
は
只
見
町
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
５
０

訂
正
と
お
わ
び

広
報
た
だ
み
４
月
号

卒
業
生
の
人
数
の
訂
正
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只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

町長スケジュール〈4月分〉

　１日　教育長・教育委員・職員辞令交付式、定例
庁議、町小中学校教職員来庁、広域消防只
見出張所長来庁

　２日　只見高校校長他来庁、南会津建設事務所長
他来庁

　３日　南会津地方振興局長他来庁、南会津地方広
域圏組合統合室長他来庁、電源開発㈱田子
倉電力所長他来庁

　４日　会津森林管理署南会津支署長他来庁
　５日　南会津警察署只見・朝日・明和駐在所来庁、

会津総合開発協議会役員会（会津若松市）
　８日　朝日小学校入学式、只見中学校入学式、県

立医大濱口教授他懇談
　９日　県立只見高等学校入学式、南会津保健福祉

事務所長来庁、只見町山村教育留学生対面式
１０日　福島県土地改良事業団体連合会専務理事他

来庁、只見町有害鳥獣捕獲隊編成式
１１日　臨時庁議
１２日　県立南会津病院院長来庁
１３日　みやぎ会津会総会（仙台市）
１５日　南会津地方環境衛生組合事務局長来庁、只

見町建設業協会来庁、医療・介護・福祉在
り方検討会

１６日　福島県水道協会理事会（福島市）、町内教育
関係者懇親会

１７日　只見特産㈱取締役会、㈱福島中央テレビ社
長来庁、東北電力ネットワーク会津支社長
他来庁

１８日　県生活環境部長来庁、県国民健康保険団体
連合会国保会津地区部会監査、臨時庁議

１９日　会津総合開発協議会南会津地方部会、会津
総合開発協議会定例総会（会津若松市）、会
津・野岩鉄道利用促進協議会総会（会津若
松市）、会津地方の振興を考える会（昭和村）

２１日　只見町森林組合総代会
２２日　議会４月会議、とうほう証券㈱社長来庁
２４日　ＪＲ只見線利用促進実行委員会、福島行政

監視行政相談センター所長来庁、町政報告会
２５日　百歳賀寿贈呈式、雪まつり実行委員会、県

議会土木委員長来庁
２６日　国道２５２号六十里越雪わり街道再開通記

念式典（魚沼市）
２７日　明和自治振興会委員会総会
２８日　只見町消防団春季消防検閲式
３０日　福島県町村会役員会（福島市）

◆
今
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
高
村
帆
香
さ
ん
は
、
大
学
２

年
生
の
と
き
只
見
町
を
訪
れ
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
等
の
事
業
を
通
じ
町

民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
只
見
町
を
応
援
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
だ
み
ス
タ
ン
ド
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
内
堀
県
知
事

も
ご
存
知
で
『
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
ね
。』
と
評
価
さ
れ
、

『
内
堀
も
そ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
、
と
伝
え
て
ほ
し
い
。』
と
言
わ

れ
、
私
か
ら
高
村
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
島
、
京
都
、
広
島
、
博
多
、
仙
台
、
そ
し
て
東
京
と
「
た
だ

み
ス
タ
ン
ド
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
高
村
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
只
見
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
４
月
25
日
付
の
新
聞
に
「
消
滅
可
能
性
」
県
内
33
市
町
村
と
報
道

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
20
～
30
代
の
女
性
減
少
率
を
も
っ
て
民
間
組
織
で
あ
る

「
人
口
戦
略
会
議
」
が
将
来
的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て

公
表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
町
村
長
で
構
成
す
る
全
国
町
村
会
で
は

会
長
名
で
コ
メ
ン
ト
を
公
表
し
ま
し
た
。
要
旨
と
し
て
は
、「
今

回
の
推
計
に
示
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
は
、
東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
と
少
子
化
で
あ
り
、
一
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
抜

本
的
な
改
善
を
図
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
リ
ス
ト
の
公
表
に
よ
っ

て
一
部
の
地
方
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
矮
小
化
（
問
題
の
本

質
を
す
り
替
え
る
こ
と
）
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」

　

更
に
「
我
々
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
一
定
の
人
口

減
少
が
進
む
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

　

そ
し
て
「
農
村
漁
村
は
、
国
土
の
保
全
や
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
関
係
人
口
な
ど
新

し
い
動
き
を
と
ら
え
、
強
く
て
し
な
や
か
な
国
土
の
形
成
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
１
９
４
５
年
の
敗
戦
後
、
国
の
復
興
を
か
け
、
電
力

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

　

只
見
町
は
じ
め
只
見
川
流
域
の
町
村
は
、
国
策
に
よ
る
水
力
発

電
ダ
ム
建
設
の
た
め
に
住
民
の
多
大
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も
協

力
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　
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